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再生紙を使用しています。

主 な 内 容
◆一般質問（要旨）……２～４面
◆令和６年度決算審査………５面
◆議案の審議結果……………６面
◆可決等された案件…………６面
◆委員会の審査…………７～８面
◆特別委員会活動……………８面
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市議会だよりふっさ

令和 6 年度　一般会計決算の款別内訳 （）内の数字は合計に占める割合

令和 6年度 令和 5年度歳　入 歳　出

使用料及び手数料
地方特例交付金
法人事業税交付金
株式等譲渡所得割交付金
配当割交付金
地方譲与税
分担金及び負担金
財産収入
環境性能割交付金
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
寄附金
自動車取得税交付金

国有提供施設等所在
市町村助成交付金等

歳入合計　386 億 9,252 万 5,987 円 歳出合計　372 億 1,838 万 3,186 円

繰　入　金

市　　　税

国庫支出金

都 支 出 金

地方交付税

基地交付金

そ　の　他

地方消費税交付金

繰　越　金

市　　　債

諸　収　入

民　生　費

諸 支 出 金

教　育　費

総　務　費

衛　生　費

土　木　費

消　防　費

公　債　費

議　会　費

商　工　費

農林水産業費

80億8,921万8,310円（20.9％）

66億8,968万7,937円（17.3％）

44億6,819万6,062円（11.5％）

36億2,951万2,000円（9.4％）

87億5,939万2,842円（22.6％）

17億3,714万1,000円（4.5％）

11億7,540万3,737円（3.0％）

13億7,584万円（3.6％）

3億1,243万2,901円（0.8％）

14億2,970万1,198円（3.8％）

10億2,600万円（2.6％）

142億9,203万3,660円（38.4％）

26億1,608万1,230円（7.0％）

41億6,472万5,768円（11.2％）

15億4,269万9,566円（4.2％）

36億5,975万2,585円（9.8％）

9億6,403万5,825円（2.6％）

86億7,108万7,241円（23.3％）

2億9,459万3,801円（0.8％）

2億6,856万4.809円（0.7％）

6億9,214万291円（1.9％）

5,266万8,410円（0.1％）

〜〜

Facebook

X（旧Twitter）
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令和６年度一般会計決算を令和６年度一般会計決算を
全会一致で認定全会一致で認定

令和７年第３回定例会　
９月２日～９月26日
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福生駅西口地区市街地再開発事業について

若年層及び子育て世代の定住化施策について

横田基地について

福生市の英語教育について

ごみ減量対策について

▲予防着陸に関する情報提供（市HPより）

　質問　福生駅西口地区市街地再開
発事業の進捗状況について伺う。
　市長　準備組合から示されている
現在の計画のまま進めると、市とし
て財政運営上の懸念があり、また、
準備組合から本組合になるための事
業認可申請書類が準備組合において
整えられないのではないかと危惧す

　質問　若年層及び子育て世代の定
住化施策について、本市の現状及び
成果と今後の方向性について伺う。
　市長　本市では、将来人口推計な
どの人口に関する情報を整理した
「人口ビジョン」と、人口ビジョンか
ら分析した課題に対応し、定住化対
策を効果的に実現するための「総合

　質問　令和７年７月18日にＣＶ－
22オスプレイが大館能代空港に、24
日には、いわて花巻空港に予防着陸
したとの情報提供があった。国から
の情報提供内容や市の対応を伺う。
　市長　北関東防衛局より、18日と
24日に予防着陸した機体は同一のも
のと情報提供があった。横田基地に

　質問　英作文ＡＩ添削サービス
「ライップ」が試行導入されている
が、導入の背景、サービスの概要、
生徒や教員の反響について伺う。
　教育長　これまで福生市教育委員
会は、児童・生徒に「使える英語」
を身につけさせる指導の充実に取り
組んできたが、ライティングの指導

　質問　令和６年度から開始したご
み総合受付センター事業の現在の状
況について伺う。
　市長　令和５年度まで別々に受け
付けていた問合せや申込みの窓口を
一元化し、業務を市内の収集運搬事
業者に委託し、迅速に対応している。
粗大ごみ等の再生利用は、令和５年

ることなどから、一旦立ち止まり、
計画を見直してはどうかと伝えた。
市としては、準備組合の進めている
本再開発事業が持続可能な市の財政
運営と両立できる計画となるよう、
引き続き協議を継続し、再開発を支
援していきたい。
公立福生病院について

戦略」に基づき施策を実施している。
将来人口推計に基づく人口規模の維
持・確保を目指すことを目標として
掲げ、目標値である令和６年度末の
人口「5万5800人以上」を700人以上、
上回るなど、定住化施策は順調に進
捗している。令和７年度は「総合計
画（第５期）後期基本計画」の策定に

関する東京都と周辺市町連絡協議会
は、米軍に対して原因究明や再発防
止などを要請し、国からも米軍に同
じ内容を申し入れるよう要請した。
災害時のトイレ対策について
　質問　本市における災害時のトイ
レ確保・管理計画策定について伺う。
　市長　本市の想定避難所避難者数

方法が課題となっていた。そこで新
たな英語教育の取り組みとして、生
成ＡＩを活用した英作文添削サービ
ス「ライップ」を令和７年５月に市
内中学校全校に試行導入した。「ラ
イップ」は、生徒が入力した質問に
生成ＡＩが臨機応変にヒントや答え
を提示し、生徒の英作文学習と教職

度まではリサイクルプラザにおいて
週に２日販売を行っていたが、令和
６年度からは、ごみ総合受付センタ
ー委託事業者も加わり、販売窓口を
週７日に拡大した。また、地域の情
報サイト「ジモティー」を活用し、
リサイクル品の閲覧を充実したこと
等により利用者が増加し、ごみの減

　質問　公立福生病院の現在と今後
の支援等について伺う。
　市長　福生病院企業団規約に基づ
き、毎年度、構成市町が運営負担金
及び建設負担金を支出している。今
後も地域の方々に安定した医療が提
供されるよう、構成市町と連携し、
支援していきたい。

伴い改定した「人口ビジョン及び総
合戦略」の初年度となり、若年層及
び子育て世代を定住化施策の主要な
対象として位置づけている。また、
施策を推進するために企業版ふるさ
と納税なども活用しながら、引き続
き持続可能なまちづくりに資する定
住化施策を展開していく。

9790人に対し必要便座数は最大490
基を見込むが、避難所備え付け個室
トイレに災害用携帯トイレを使用す
るなどにより約800基となり、総数
比較として充足すると考える。今後
も避難所環境を確保するため、災害
時のトイレ確保・管理計画を策定し、
取り組んでいく。

員の業務効率化を支援するサービス
である。生徒からは、ライティング
に対する達成感の感想が寄せられ、
英作文への意欲や技術の向上も見ら
れている。また、英語科の教員から
は、ＡＩ活用の可能性に期待する意
見や、学習ログの確認で必要な指導
ができると報告を受けた。

量及び資源の有効活用が図られてい
る。その他、粗大ごみ等の申込みに
ついては、スマートフォン等から24
時間いつでもどこでも申込みができ
るインターネット申込み及びオンラ
イン決済を導入し、電話が集中して
つながりにくい状況を解消するなど、
市民の利便性の向上に努めている。

今定例会では、16名の議員が市政全般にわたり一般質問を行いました。要旨は１～２問とし掲載しました。
会議録は11月上旬頃に市役所情報コーナー及び図書館に配置します。
また、福生市ホームページにも掲載しますので、ぜひご覧ください。
なお、一般質問通告一覧は、福生市議会ホームページに掲載しています。
※録画映像を議員名左横のQRコードよりご覧いただけます。

一 般 質 問（ 要 旨 ）「市政のここを問う」

▶福生市議会HP
（通告一覧へリンクします）

◀議員BOOK

正和会
小林 貢 議員

正和会
森田 哲哉 議員

公明党
原田 剛 議員

正和会
山崎 貴裕 議員

正和会
仲間 正司 議員
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小児インフルエンザワクチンについて

学びの多様化学校の進捗について

長期休業中の子どもの健康生活について

使用料・手数料等受益者負担適正化方針等について

片目失明者への支援について

▲分校が入る福生第三小学校の新校舎

　質問　福生市に住む子どもたちの
健康を守るために小児インフルエン
ザワクチン予防接種費用を助成すべ
きと考えるが、市の所見を伺う。
　市長　インフルエンザワクチンは
発病予防や重症化軽減に一定の効果
があるとされており厚生労働省発表
の６歳未満の小児を対象とした研究

　質問　来春開校に向けた学びの多
様化学校の進捗について、福生市で
はどのように行っているかを伺う。
　教育長　福生市教育委員会は、令
和８年４月に不登校特例校分教室７
組を福生第三小学校新校舎へ移設し、
分校へと格上げするため関係各所と
の調整及び準備を進めている。現在

　質問　学童クラブやふっさっ子の
広場において、子どもの健康生活に
ついて家庭とどのように連携してい
るのか。
　市長　学童クラブやふっさっ子の
広場を利用する児童にとっては、学
童クラブ支援員やふっさっ子の広場
の指導員等が保護者以外で健康状態

　質問　これまでの取り組みを伺う。
　市長　本市では平成28年度に新公
会計制度を導入し、減価償却費や引
当金などを含めたフルコストの算出
が可能となった。平成30年３月には
使用料・手数料等受益者負担適正化
方針を策定し、使用料・手数料の算
出の根拠を明確化するとともに、受

　質問　片目失明者の多くは障害者
認定の対象外となり、障害福祉サー
ビスや税制上の優遇等の公的支援を
受けられず、見えにくさや生活上の
困難を一人で抱えざるを得ない状況
にある。外見からは障害が分かりに
くく周囲の理解や配慮が得られにく
いことから、支援の環境を整えるこ

では、発病防止に対する有効率は60
％との報告がある。現在、小児のイ
ンフルエンザワクチン予防接種は定
期接種化されておらず、任意の予防
接種で、接種費用は原則自己負担と
なる。令和７年７月に福生市医師会
から発症予防や重症化を防ぐ目的と
して、子どものインフルエンザ予防

の進捗状況として、１点目、令和７
年６月文部科学省へ分教室から分校
への実施計画変更申請書を提出した。
２点目、施設面について、移設先と
なる福生第三小学校新校舎２階部分
の改修工事を令和７年７月から９月
末まで行っている。３点目、分校名
は「福生市立牛浜もくせい中学校」

の変化に気づくことができる身近な
大人となるため、学童クラブ等と家
庭との連携が重要となる。各学童ク
ラブ等では保護者会の実施や保護者
宛ての通知などを行い家庭との連携
の強化を図るとともに、面談を希望
する家庭を対象に保護者との個人面
談を実施するなど、児童の学童クラ

益者負担の原則に基づき、使用料・
手数料の適正化を図ってきた。
　質問　令和８年度に向けた使用
料・手数料等受益者負担適正化方針
等の改定の概要を伺う。
　市長　主要な点は減額・免除基準
の見直しで「国又は地方公共団体の
使用」と「団体又は個人が市内の児

とは、誰もが安心して暮らせるまち
づくりにつながると考える。片目失
明者への支援について、市の所見を
伺う。
　市長　市に身体障害者手帳の申請
をされた方については、把握するこ
とが可能だが、申請に至らない方に
ついては把握することが困難な状況

接種の助成金導入について要望があ
った。「子育てするならふっさ」「こ
どもまんなかふっさ」を推進する本
市としては、近隣自治体の実施状況
や東京都の補助金活用も視野に入れ
ながら、小児インフルエンザワクチ
ンの予防接種費用助成について検討
を進めていく。

に決定した。４点目、生徒一人ひと
りに応じた学びの充実を図るために
教育課程の変更を行う。これらの取
り組みとともに、今後は令和７年10
月に保護者向け説明会を２回実施し、
副校長１名、正規教員９名の配置に
向け、任命権者である東京都教育委
員会と折衝、調整する予定である。

ブ等での様子のほか、家庭での過ご
し方や児童の健康状態等の情報共有
を行っている。また、日頃からこど
も家庭センター等の関係機関と密な
連携を図り、無断欠席等気になる変
化を確認した際は適切な機関に情報
提供し、虐待等の深刻な事案に発展
しないよう早期の対応に努めている。

童又は生徒を対象とした行事での使
用」の２件を統一基準から削除し、
令和８年４月から使用料を徴収する
もの。方針等の改定にあたっては、
庁内の検討委員会などで調整を重ね、
福生市行政改革推進委員会において
も意見の聴取を行い、市民の視点や
外部の知見を反映した。

である。片目失明者への支援は、片
目失明者に限らず、障害者手帳の申
請に至らない方にも、相談をいただ
ければその方が支障を感じている部
位や範囲、支援を必要とする内容や
程度等に応じて支援策を一緒に考え、
必要な関係機関への御案内、情報提
供を行うなどの対応をしている。

地球温暖化対策実行計画について

▲福生市ゼロカーボンシティ宣言書

　質問　福生市ゼロカーボンシティ
宣言についての所見を伺う。
　市長　当市では、「第２次環境基
本計画」の気候変動対策として、国
の「地球温暖化対策の推進に関する
法律」の基本理念にある「2050年ま
でのカーボンニュートラルの実現」
と足並みを揃え、考え方を明確化す

るため「福生市ゼロカーボンシティ
宣言」を行った。定量的な指標の進
捗管理は計画等に則り実施しつつ、
市民、事業者、行政が一体となり
2050年までに温室効果ガス排出量実
質ゼロを目指し取り組んでいく。
福生ほたる祭について
　質問　防犯上必要な照度と蛍の生

育の両方に配慮した蛍の生育環境に
優しいＬＥＤ照明灯に対する市の所
見を伺う。
　市長　せせらぎ通りの交通状況や、
防犯上の観点からも安全な道路環境
が重要と考えている。まずは現在の
取り組みを継続し、ほたる公園周辺
の良好な環境整備に努めていく。

公明党
堀 雄一朗 議員

正和会
小澤 芳輝 議員

正和会
清水 義朋 議員

立憲民主党
市川 佳樹 議員

正和会
武藤 政義 議員

公明党
青木 健 議員
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子どものインフルエンザ予防接種について

自衛官募集事務について

各種ワクチン接種費用助成について

化学物質過敏症や香害に関する啓発等について

福生市におけるフレイル対策について

▲福生市中央体育館（外観）

▲消費者庁他で発行しているポスター(消費者庁HPより)

　質問　自衛官募集事務において住
民基本台帳から高校卒業年齢者の抽
出を協力する自治体が多いとのこと
だが、行政から自衛隊への名簿提供
に対する裁判が現在他市にて係争中
で訴訟のリスクになり得る。本市の
自衛官募集事務への関わり方を伺う。
　市長　自衛隊法で「都道府県知事

　質問　インフルエンザワクチンの
接種は症状の重症化や合併症のリス
クを減らす効果があるとされ、子ど
もや高齢者等へ接種が奨励されてい
る。本市では高齢者や一定の障害が
ある60歳以上の方を対象にワクチン
接種の公費助成があるが、子どもに
対するワクチン接種の公費助成につ

　質問　子育て世帯を支援する観点
から、本市においても小児インフル
エンザワクチン接種費用助成を行う
べきと考えるが、所見を伺う。
　市長　本年７月７日に福生市医師
会より子どものインフルエンザ予防
接種の助成金導入の要望をいただい
ている。また、令和５年に承認され

　質問　化学物質が原因で起こる化
学物質過敏症や、合成洗剤や柔軟剤
などの日用品に含まれる香料や抗菌
消臭等の成分でせき、頭痛、吐き気
などを引き起こす健康被害の「香害」
は、近年社会的に注目されるように
なり日常生活で香りによる不快感や
体調不良を経験する人が増えている。

　質問　本市の65歳以上の高齢者率
が27％を超える中、健康で元気に長
生きをするためフレイル対策は欠か
せないが、現在の取り組みを伺う。
　市長　フレイルは要介護状態に至
る前段階として位置づけられ、適切
なケアを行うことで進行を防ぎ、健
康な状態に戻ることが可能と言われ

及び市町村長は、政令で定めるとこ
ろにより、自衛官及び自衛官候補生
の募集に関する事務の一部を行う」
と規定されており、本市も年に１～
２回、市広報に募集記事を掲載、例
年２月から３月に福生市民の自衛隊
入隊・入校予定者へ激励会を開催し
ている。また、自衛官に関する情報

いて所見を伺う。
　市長　現在、小児のインフルエン
ザワクチン予防接種は定期接種化さ
れておらず、任意接種として位置づ
けられており、接種費用も原則自己
負担となっていることから令和７年
７月福生市医師会から、子どものイ
ンフルエンザワクチン予防接種の助

た経鼻生ワクチンを令和７年度から
東京都が補助対象に加えるとされて
いる。近隣自治体の実施状況や東京
都の補助金活用も視野に入れ、接種
費用助成の検討を進める。
福生市のスポーツ施設について
　質問　中央体育館には空調設備の
ない部屋もあり、暑い時期の利用に

本市の化学物質過敏症や香害に対す
る相談体制や啓発等について伺う。
　市長　柔軟剤などの香りの感じ方
に個人差はあるが、現在、香料使用
に対する化学物質過敏症や「香害」に
お困りの方を市では把握していない。
健康に関する相談は保健センターや
市庁舎等で実施する健康相談で、製

ており、市では運動制限や介護認定
を受けていない高齢者を対象に「脳
と体のトレーニング教室」を実施し、
運動と認知課題を同時に行うデュア
ルタスク運動のほか、口腔機能向上、
低栄養予防などのワンポイント講座
を行っている。その他、福生市スポ
ーツ協会による転倒骨折及び運動機

提供やポスター掲示等募集事務を担
っている自衛官募集相談員に対し、
福生市長と自衛隊東京地方協力本部
長との連名で委嘱式を実施している。
　質問　本市では自衛隊に対して、
対象年齢住民の名簿提供は行ってい
ないか。
　総務部長　名簿は提供していない。

成金導入について要望をいただいた。
「子育てするならふっさ」「こどもま
んなかふっさ」を推進している市と
しても、近隣自治体の実施状況や東
京都の補助金活用も視野に入れ、小
児インフルエンザワクチンの予防接
種費用助成について検討を進めたい
と考える。

は困難が伴うため、空調設備を設置
し利便性向上を図るべきではないか。
　教育長　中央体育館の空調整備は、
建物の構造上の問題や設置方法、整
備費用等課題が多く具現化できない
状況にあったが、近年の気象状況を
鑑み、改めて検討する時期が来てい
るものと認識している。

品に関する相談は消費者相談にて随
時お受けしている。周知や啓発につ
いては、消費者庁や厚生労働省など
５省庁が連名で作成したポスターを
もくせい会館に掲示している。今後
も国や東京都と連携し、市民や職員
への周知や啓発について努めたい。

能低下の予防を目的とした「高齢者
いきいき体操教室」や、柔道整復師
による「立つ、座る、歩く」など生活
機能維持のための筋力向上トレーニ
ングなど、高齢者ができる限り自立
して過ごせる期間が長くなるよう、
引き続きフレイル予防を視野に入れ
た介護予防事業に取り組んでいく。

日本共産党
市毛 雅大 議員

日本共産党
伊藤 広美 議員

公明党
川﨑 善友 議員

生活者ネットワーク
三原 智子 議員

スポーツ・文化を通じて人づくりと街づくりの会
幡垣 正生 議員

ご利用ください  市議会インターネット中継

◆配信内容　本会議のライブ映像と録画映像◆配信内容　本会議のライブ映像と録画映像
◆利用方法　�福生市公式ホームページ 「福生◆利用方法　�福生市公式ホームページ 「福生

市議会」よりアクセス市議会」よりアクセス

福生市議会
インターネッ
ト中継

　パソコンのほか、スマートフォン、タブレット　パソコンのほか、スマートフォン、タブレット
端末でも視聴できます。端末でも視聴できます。
　議員の一般質問や市長の答弁の様子が見　議員の一般質問や市長の答弁の様子が見
られ、より身近に議会を感じていただけます。られ、より身近に議会を感じていただけます。
ぜひご利用ください。ぜひご利用ください。

福生市議会の個人情報の保護に関す
る条例第53条の規定により次のとおり公
表します。
制度の詳細はＱＲコードから

ご覧いただけます。
▼�個人情報ファイル簿等の件数
区分 個人情報

ファイル簿
個人情報目的
外利用登録簿

個人情報外部
提供登録簿

件数 ４ ０ ０

▼�保有個人情報の開示請求等、個人
情報保護審査会の状況
保有個人情報の開示請求、訂正請求、
利用停止請求はありませんでした。
また、福生市議会の個人情報の保護
に関する条例第47条（審査会への諮
問）及び第52条（審査会への審議に関
する諮問）に該当する事案はありませ
んでした。

令和６年度個人情報保護制度運用状況令和６年度個人情報保護制度運用状況
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令
和
６
年
度
決
算
の
概
要

一
般
会
計
決
算
の
審
査
か
ら

　
地
方
公
会
計
制
度
に
基
づ
く
財
務
諸
表
な
ど
を
活
用

し
た
一
般
会
計
決
算
を
４
日
間
集
中
審
査

　
一
般
会
計
決
算
は
、
16
名
で
構
成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
審
査
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
決
算
は
市
民
厚
生
委
員
会
、
企
業
会
計
方

式
の
下
水
道
事
業
会
計
決
算
は
建
設
環
境
委
員
会
で
審
査
し
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

す
る
職
員
の
確
保
に
つ
な
が

っ
た
。

　
利
用
回
数
、
時
間
等
が

大
幅
に
減
っ
て
い
る
が
、
要

因
の
分
析
等
を
伺
う
。

　

外
国
籍
の
方
へ
の
窓
口

接
客
は
、
ま
ず
窓
口
業
務
委

託
事
業
者
が
所
有
す
る
ポ
ー

タ
ブ
ル
翻
訳
機
を
優
先
的
に

使
用
し
、
翻
訳
機
だ
け
で
は

対
応
が
難
し
い
ケ
ー
ス
や
職

員
が
直
接
対
応
す
る
場
合
な

ど
、
必
要
に
応
じ
テ
レ
ビ
電

話
多
言
語
通
訳
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
お
り
、
委
託
す
る

以
前
よ
り
利
用
時
間
は
減
少

傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
令
和

６
年
度
か
ら
利
用
の
多
い
保

険
年
金
課
で
別
途
予
算
化
し

た
影
響
も
あ
る
。

　
令
和
６
年
度
の
成
果
や

課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

　
令
和
５
年
度
に
引
き
続

き
、
本
市
の
魅
力
で
あ
る
和

と
洋
、
双
方
の
魅
力
が
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
福
生

蔵
開
き
と
同
日
に
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ェ
ア
を
実
施
、

会
場
間
を
行
き
来
で
き
る
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
、
市

の
魅
力
を
一
体
的
に
発
信
し

た
。
蔵
開
き
当
日
の
混
雑
が

最
大
の
課
題
と
実
行
委
員
会

は
考
え
、
別
会
場
の
設
置
や

市
内
店
舗
へ
の
誘
導
な
ど
を

　
主
な
内
容
を
伺
う
。

　
都
市
施
設
整
備
基
金
な

ど
３
基
金
の
統
合
に
よ
り
大

幅
な
増
と
な
り
、
一
般
会
計

の
歳
入
は
３
８
６
億
９
３
０

０
万
円
、
前
年
度
比
で
65
億

１
３
０
０
万
円
、
20
・
２
％

の
増
。
歳
出
は
３
７
２
億
１

８
０
０
万
円
で
62
億
１
４
０

０
万
円
、
20
・
０
％
の
増
。

基
金
統
合
の
影
響
額
約
68
億

円
を
除
く
と
歳
入
歳
出
と
も

前
年
度
比
減
で
、
歳
入
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
皆
減
、
歳
出
は
中
央
図
書

館
改
良
事
業
の
皆
減
な
ど
に

よ
り
減
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
寄
附
者
の
意
向
に
沿

っ
て
繰
り
入
れ
る
」
と
の
こ

と
だ
が
、
具
体
的
な
内
容
を

伺
う
。

　

福
生
市
ま
ち
づ
く
り
に

資
す
る
寄
附
金
の
取
扱
い
に

検
討
し
て
お
り
、
市
と
し
て

も
必
要
な
支
援
を
行
い
た
い
。

　
専
門
部
会
が
設
置
さ
れ

た
目
的
や
協
議
内
容
を
伺
う
。

　
専
門
的
な
調
査
検
討
を

行
う
た
め
、
令
和
６
年
度
よ

り
、
そ
う
だ
ん
部
会
、
こ
ど

も
部
会
、
ほ
う
も
ん
部
会
、

し
ご
と
部
会
、
く
ら
し
部
会

の
五
つ
の
専
門
部
会
を
設
置

し
た
。
会
員
は
福
生
市
の
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
事
業
者

で
、
令
和
６
年
度
は
各
部
会

を
３
回
開
催
。
顔
の
見
え
る

関
係
づ
く
り
か
ら
情
報
共
有

や
事
例
検
討
会
等
を
実
施
。

相
談
支
援
専
門
員
の
不
足
や

関
係
機
関
と
の
連
携
の
進
め

方
、
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

等
の
課
題
が
上
が
っ
た
。

　
事
業
の
概
要
を
伺
う
。

　
西
多
摩
高
次
脳
機
能
障

害
支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
大

久
野
病
院
に
委
託
し
、
作
業

療
法
士
等
に
よ
る
月
１
回
の

相
談
会
を
実
施
し
て
い
る
。

本
人
や
家
族
か
ら
高
次
脳
機

能
障
害
に
よ
る
日
常
生
活
で

の
困
り
事
を
お
聞
き
し
、
今

後
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
り

た
い
か
、
希
望
に
応
じ
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
利
用

者
の
大
幅
増
の
要
因
を
伺
う
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

び
組
織
改
正
に
伴
い
、
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
課
及
び
教

育
支
援
課
で
連
携
し
て
実
施

し
て
い
る
が
、
ひ
ろ
ば
専
任

職
員
の
増
員
や
イ
ベ
ン
ト
実

施
回
数
の
増
、
令
和
６
年
９

月
か
ら
利
用
時
間
を
１
時
間

30
分
拡
大
し
利
便
性
の
向
上

を
図
っ
た
こ
と
か
ら
利
用
者

数
が
増
加
し
た
。

　

石
畳
と
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
を
ば
ら
ば
ら
に
管
理
し

て
い
る
よ
う
だ
が
、
維
持
補

修
の
考
え
方
を
伺
う
。

　
銀
座
通
り
の
道
路
維
持

管
理
は
平
成
29
年
か
ら
30
年

に
地
元
町
会
、
商
店
街
と
意

見
交
換
会
を
行
い
、
イ
ン
タ

ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
舗

装
の
補
修
は
限
界
が
あ
る
た

め
、
不
具
合
が
生
じ
た
箇
所

や
水
道
・
ガ
ス
工
事
の
際
は

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
で
復
旧

し
て
い
た
が
、
当
時
よ
り
歩

道
の
カ
ラ
ー
舗
装
化
の
要
望

が
あ
る
た
め
、
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装
の
部
分
が
ま
と
ま
っ

た
段
階
で
検
討
し
た
い
。

　

実
績
を
上
げ
る
た
め
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

　
毎
年
各
種
学
力
調
査
の

分
析
に
加
え
、
中
学
校
第
３

学
年
の
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
受
検
、
ア

シ
ス
タ
ン
ト・ラ
ン
ゲ
ー
ジ・

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

の
中
学
校
へ
の
常
駐
と
小
学

校
へ
の
週
１
日
程
度
配
置
、

小
学
校
第
５
学
年
と
中
学
校

第
２
学
年
の
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ　

Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ　
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ

Ｗ
Ａ
Ｙ
へ
の
公
費
参
加
な
ど

の
取
り
組
み
に
加
え
、
令
和

６
年
度
か
ら
は
教
員
の
英
語

力
と
指
導
力
向
上
の
た
め
福

生
市
英
語
教
育
指
導
顧
問
を

小
・
中
学
校
に
派
遣
し
て
い

る
。

　

支
援
員
の
職
務
内
容

を
伺
う
。

　
理
科
支
援
員
は
理
科
の

授
業
に
お
け
る
観
察
、
実
験

等
の
準
備
、
片
づ
け
や
実
施

の
際
の
支
援
、
教
材
開
発
の

支
援
な
ど
、
教
員
の
補
助
的

役
割
を
職
務
と
す
る
。
学
校

か
ら
は
児
童
の
安
全
面
を
一

層
配
慮
し
た
り
、
教
員
の
指

導
の
時
間
が
確
保
で
き
る
な

ど
の
報
告
が
あ
り
、
有
効
に

活
用
で
き
て
い
る
と
考
え
る
。

関
す
る
規
則
に
基
づ
き
、
寄

附
者
の
指
定
す
る
事
業
の
財

源
に
充
て
る
。
令
和
６
年
度

の
寄
附
金
は
２
７
０
万
６
１

０
０
円
で
、
指
定
状
況
は
子

育
て
支
援
の
充
実
に
関
す
る

も
の
が
４
件
で
31
万
円
、
福

祉
、
保
健
及
び
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
関
す
る
も
の
が

５
件
で
１
７
７
万
１
１
０
０

円
、
教
育
の
充
実
に
関
す
る

も
の
が
４
件
で
26
万
円
な
ど
。

　
職
員
の
人
材
確
保
が
非

常
に
厳
し
い
状
況
で
様
々
な

確
保
策
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
思
う
が
、
令
和
６
年
度
の

職
員
採
用
試
験
の
実
施
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

　
令
和
６
年
度
の
職
員
採

用
試
験
は
、
一
般
事
務
及
び

保
健
師
に
つ
い
て
全
７
回
実

施
。
試
験
は
、
一
次
試
験
に

お
い
て
基
礎
能
力
検
査
及
び

性
格
検
査
を
ウ
ェ
ブ
試
験
に

て
実
施
、
そ
の
後
面
接
試
験

を
複
数
回
実
施
し
、
必
要
と

高
次
脳
機
能
障
害

専
門
相
談
に
つ
い
て

子
育
て
ひ
ろ
ば

運
営
事
業
に
つ
い
て

産
業
Ｐ
Ｒ
事
業
に
つ
い
て

銀
座
通
り
の
維
持
管
理

に
つ
い
て

理
科
支
援
員
に
つ
い
て

職
員
試
験
事
務
につ

い
て

令
和
６
年
度
決
算
の

特
徴
点
に
つ
い
て

テ
レ
ビ
電
話
多
言
語
通
訳

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

寄
附
金
に
つ
い
て

英
語
教
育
推
進
事
業

に
つ
い
て

地
域
自
立
支
援
協
議
会

事
務
に
つ
い
て

▲令和６年度一般会計決算を全会一致で認定

令和６年度　会計別決算額
会 計 区 分 歳入決算額 歳出決算額 残額（翌年度繰越額）

一 般 会 計 38,692,525,987 37,218,383,186 1,474,142,801 

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 6,713,999,933 6,371,235,597 342,764,336 

介護保険特別会計 5,374,123,039 5,071,670,780 302,452,259 

後期高齢者医療特別会計 1,560,647,142 1,537,694,506 22,952,636 

総 合 計 52,341,296,101 50,198,984,069 2,142,312,032 

下水道事業会計
収入決算額 支出決算額

収 益 的 収 支 1,672,225,338 1,296,328,406 

資 本 的 収 支 598,458,812 1,020,254,508 

（単位：円）

（単位：円）

「声の市議会だより」をお届けしています「声の市議会だより」をお届けしています
　音訳ボランティア「福生いとでんわ」により、市議会だよりの音訳をデイジ
ー方式のＣＤにして、視覚障害者(１・２級)の方にお届けしています。ご家族
やお知り合いで、希望される方がいらっしゃいましたら、ご連絡ください。

　専用の再生機が必要となりますが、利用対象者は日常生活用具として
給付を受けられます。

議会事務局　☎042-551-1523
　多摩ケーブルネットワークによる本会議の
生中継を放映します。放映チャンネルは、広
報ふっさ及び多摩ケーブルチャンネルガイド
でお知らせしますので、ぜひご覧ください。

ケーブルテレビによるケーブルテレビによる
議会中継議会中継
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い
、公
示
送
達
の
方
法
を
改
め

る
た
め
、条
例
を
改
正
す
る
も

の
。

●
福
生
市
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　

児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
、

令
和
８
年
度
よ
り
児
童
等
通

園
支
援
事
業
を
実
施
す
る
に

当
た
り
、設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
た
め
、

本
条
例
を
新
た
に
制
定
す
る

も
の
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
一般

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

　
歳
入
で
は
普
通
交
付
税
及

び
前
年
度
繰
越
金
な
ど
の
増

額
、歳
出
で
は
転
入
な
ど
の
手

続
の
際
の
申
請
書
を
自
動
で

作
成
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入

や
、令
和
６
年
度
の
精
算
に
伴

う
国
庫
補
助
金
等
の
返
還
に

当
た
り
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
15
億
９
６
７
５
万
２
千
円

を
追
加
、総
額
を
３
１
３
億
２

８
６
４
万
８
千
円
と
す
る
も

の
。

　
主
な
歳
入
は
、額
の
確
定
に

伴
う
地
方
交
付
税
４
７
８
６

万
４
千
円
の
ほ
か
、令
和
６
年

度
決
算
に
伴
う
前
年
度
繰
越

金
13
億
２
７
２
６
万
８
千
円
。

　

歳
出
で
は
、児
童
福
祉
費

が
こ
ど
も
食
堂
運
営
費
補
助

金
な
ど
１
億
１
６
５
９
万
円
、

生
活
保
護
費
が
国
及
び
都
へ

の
返
還
金
６
４
０
７
万
６
千

円
、都
市
計
画
費
が
東
福
生

駅
周
辺
設
計
委
託
料
の
増
額

や
せ
せ
ら
ぎ
遊
歩
道
公
園
の

り
面
対
策
工
事
な
ど
１
億
20

万
７
千
円
、基
金
費
が
財
政

調
整
基
金
と
ま
ち
づ
く
り
施

設
整
備
基
金
積
立
金
に
12
億

６
千
万
円
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

　

子
ど
も・
子
育
て
支
援
金

制
度
への
対
応
に
伴
う
シ
ス
テ

ム
の
改
修
や
令
和
６
年
度
福

生
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
の
決
算
に
伴
う
繰
越
金
、

保
険
給
付
費
等
交
付
金
の
精

算
等
の
実
施
に
当
た
り
、歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
４
５

０
０
万
７
千
円
を
追
加
、総

額
を
69
億
５
８
７
３
万
２
千

円
と
す
る
も
の
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
令
和
６
年
度
の
介
護
給
付

費
等
の
確
定
に
伴
い
、介
護
保

険
料
、国
庫
支
出
金
、支
払
基

金
交
付
金
、都
支
出
金
及
び一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
の
精

算
の
た
め
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
３
億
５
４
５
万
７
千
円
を

追
加
、総
額
59
億
１
７
８
８

万
円
と
す
る
も
の
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

　

子
ど
も・
子
育
て
支
援
金

制
度
への
対
応
に
伴
う
シ
ス
テ

ム
改
修
に
当
た
り
、歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
42
万
９
千
円
を
追

加
、総
額
15
億
６
３
７
４
万
９

千
円
と
す
る
も
の
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）

　

令
和
７
年
１
月
に
埼
玉
県

●
福
生
市
行
政
手
続
条
例
の

一部
を
改
正
す
る
条
例

　
デ
ジ
タ
ル
規
制
改
革
推
進一

括
法
に
よ
り
行
政
手
続
法
が

改
正
さ
れ
、ア
ナ
ロ
グ
規
制
の

見
直
し
の
趣
旨
の
下
、書
面

掲
示
規
制
の
見
直
し
と
し
て

不
利
益
処
分
に
係
る
聴
聞
に

係
る
公
示
の
方
法
に
よ
る
通

知
に
関
す
る
規
定
等
が
整
備

さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、市
の

行
政
庁
が
行
う
処
分
等
の
手

続
に
つ
い
て
規
定
を
整
備
す

る
た
め
、条
例
を
改
正
す
る
も

の
。

●
福
生
市
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の一部
を

改
正
す
る
条
例

　
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
法
律
の一部
改
正

に
よ
り
、部
分
休
業
の
取
得
方

法
の
柔
軟
化
及
び
対
象
職
員

の
拡
大
に
伴
い
、そ
の
施
行
に

関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る

ほ
か
、規
定
を
整
備
す
る
た
め
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

●
福
生
市
税
賦
課
徴
収
条
例

の一部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
の一部
改
正
に
伴

い
、公
示
送
達
の
方
法
を
改
め

る
と
と
も
に
、特
定
親
族
に
関

す
る
規
定
を
整
備
す
る
ほ
か
、

加
熱
式
た
ば
こ
に
係
る
た
ば

こ
税
の
課
税
標
準
の
特
例
を

定
め
る
た
め
、条
例
を
改
正
す

る
も
の
。

●
福
生
市
後
期
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
条
例
の一部
を
改

正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
の一部
改
正
に
伴

可
決
等
さ
れ
た
案
件

可
決
等
さ
れ
た
案
件（
要
旨
）

（
要
旨
）

八
潮
市
で
発
生
し
た
道
路
陥

没
事
故
を
受
け
、国
土
交
通

省
か
ら
地
方
公
共
団
体
に
対

し
下
水
道
管
路
の
全
国
特
別

重
点
調
査
の
要
請
が
あ
り
、

実
施
に
当
た
り
、収
入
の
下

水
道
事
業
収
益
を
15
億
９
２

８
５
万
２
千
円
、支
出
の
下
水

道
事
業
費
用
を
14
億
４
２
２

８
万
９
千
円
と
す
る
も
の
。ま

た
、調
査
の
財
源
と
し
て
企
業

債
１
３
５
０
万
円
を
借
り
入

れ
る
。

●
令
和
６
年
度
福
生
市
一般

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

予
算
現
額
は
、当
初
予
算

に
補
正
７
回
を
加
え
３
８
６

億
４
４
５
６
万
４
千
円
。歳
入

決
算
は
３
８
６
億
９
２
５
２

万
５
９
８
７
円
、前
年
度
比

20・２
％
の
増
。歳
出
決
算
は

３
７
２
億
１
８
３
８
万
３
１
８

６
円
、前
年
度
比
20・０
％
の

増
。予
算
現
額
と
の
差
は
14

億
２
６
１
８
万
８
１
４
円
で
、

執
行
率
96・３
％
。歳
入
歳
出

差
引
残
額
は
14
億
７
４
１
４

万
２
８
０
１
円
、前
年
度
比

25・４
％
の
増
。財
政
力
指
数

は
単
年
度
で
は
０・６
９
８
で
、

前
年
度
比
０・０
２
１
ポ
イ
ン

ト
の
減
。経
常
収
支
比
率
は

89・４
％
で
、前
年
度
よ
り
０・

９
ポ
イ
ン
ト
の
増
。

●
令
和
６
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

　

予
算
現
額
は
、当
初
予
算

に
補
正
２
回
を
加
え
69
億
７

４
３
８
万
６
千
円
。歳
入
決

算
は
67
億
１
３
９
９
万
９
９

３
３
円
、前
年
度
比
０・３
％

の
増
。歳
出
決
算
は
63
億
７
１

２
３
万
５
５
９
７
円
、前
年
度

比
１・１
％
の
減
。歳
入
歳
出

差
引
残
額
は
３
億
４
２
７
６

万
４
３
３
６
円
。

●
令
和
６
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

　

予
算
現
額
は
、当
初
予
算

に
補
正
１
回
を
加
え
56
億
６

７
３
５
万
３
千
円
。歳
入
決

算
は
53
億
７
４
１
２
万
３
０

３
９
円
、前
年
度
比
３・８
％

の
増
。歳
出
決
算
は
50
億
７
１

６
７
万
７
８
０
円
、前
年
度
比

２・１
％
の
増
。歳
入
歳
出
差

引
残
額
は
３
億
２
４
５
万
２

２
５
９
円
。

●
令
和
６
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て

　

予
算
現
額
は
、当
初
予
算

に
補
正
１
回
を
加
え
15
億
６

２
５
８
万
７
千
円
。歳
入
決

算
は
15
億
６
０
６
４
万
７
１

４
２
円
、前
年
度
比
４・１
％

の
増
。歳
出
決
算
は
15
億
３
７

６
９
万
４
５
０
６
円
、前
年
度

比
４・２
％
の
増
。歳
入
歳
出

差
引
残
額
は
２
２
９
５
万
２

６
３
６
円
。

●
令
和
６
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

　
収
益
的
収
入
及
び
支
出
の

収
入
決
算
は
16
億
７
２
２
２

万
５
千
円
で
前
年
度
比
10・０

％
の
増
。支
出
決
算
は
12
億
９

６
３
２
万
８
千
円
で
前
年
度

比
２・４
％
の
減
。資
本
的
収

入
及
び
支
出
の
収
入
決
算
は

５
億
９
８
４
５
万
９
千
円
で

前
年
度
比
88・６
％
の
増
。支

出
決
算
は
10
億
２
０
２
５
万

５
千
円
で
前
年
度
比
26・６
％

の
増
。

議案の審議結果 （〇賛成　×反対） 録画映像をご覧いただけます

令
和
７
年
第
３
回
定
例
会

議 案 番 号 議　案　名 正和会 公明党 日本共産党 生活者
ネットワーク 立憲民主党 日本維新の会 スポーツ・

文化の会※ 議決結果

市　長　提　出　議　案
議案第33号 福生市行政手続条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第34号 福生市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第35号 福生市税賦課徴収条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第36号 福生市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第37号 福生市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第38号 令和７年度福生市一般会計補正予算（第５号） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第39号 令和７年度福生市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第40号 令和７年度福生市介護保険特別会計補正予算（第１号） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第41号 令和７年度福生市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第42号 令和７年度福生市下水道事業会計補正予算（第１号） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第43号 令和６年度福生市一般会計決算認定について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 認定
議案第44号 令和６年度福生市国民健康保険特別会計決算認定について ○○ ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ 認定
議案第45号 令和６年度福生市介護保険特別会計決算認定について ○○ ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ 認定
議案第46号 令和６年度福生市後期高齢者医療特別会計決算認定について ○○ ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ 認定
議案第47号 令和６年度福生市下水道事業会計決算認定について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 認定

※スポーツ・文化を通じて人づくりと街づくりの会
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す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　
令
和
８
年
度
よ
り
開
始

予
定
の
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
に
係
る
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

　

本
条
例
施
行
後
に
各

事
業
者
か
ら
の
申
請
を
受
け

付
け
、
設
備
や
運
営
の
基
準

へ
の
適
合
状
況
等
の
現
場
確

認
を
行
い
、
児
童
福
祉
に
係

る
当
事
者
へ
の
意
見
聴
取
の

上
、
基
準
に
適
合
し
て
い
る

場
合
は
認
可
決
定
を
行
う
。

ま
た
、
本
事
業
は
認
可
手
続

の
ほ
か
に
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
に
お
け
る
確
認
の
手

続
が
必
要
で
、
府
令
の
発
表

以
降
に
基
準
の
条
例
や
確
認

申
請
の
取
り
扱
い
規
則
を
制

定
す
る
予
定
で
あ
る
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

(

市
民
厚
生
委
員
会
所
管
分)

　

申
請
書
自
動
作
成
シ
ス

テ
ム
の
概
要
に
つ
い
て
伺
う
。

　

導
入
す
る
機
器
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
運
転

免
許
証
、
在
留
カ
ー
ド
等
の

情
報
を
読
み
取
り
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
手
続
関
連

や
、
住
民
異
動
手
続
に
係
る

複
数
の
申
請
書
に
自
動
で
転

記
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
有
す
る
。「
書
か

な
い
窓
口
」を
拡
充
す
る
こ

と
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
事
務
の
効
率
化
を
図
ろ
う

ら
れ
る
よ
う
、
委
託
事
業
者

へ
の
指
導
・
監
督
な
ど
適
切

な
措
置
を
講
じ
る
。

●
令
和
６
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

　

福
生
市
で
は
不
明
水
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
策
し

て
い
る
か
伺
う
。

　
東
京
都
水
道
局
か
ら
送

付
さ
れ
る
水
道
開
始
リ
ス
ト

を
確
認
し
、
無
届
け
で
の
下

水
道
へ
の
接
続
を
さ
れ
な
い

よ
う
す
る
な
ど
、
不
明
水
対

策
を
進
め
て
い
る
。

　
９
月
17
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
９
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情

１
件
は
、
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

●
福
生
市
後
期
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
公
示
送
達
に
係
る
改
正

に
伴
う
掲
示
方
法
に
つ
い
て

伺
う
。

　

施
行
後
は
不
特
定
多

数
の
者
が
閲
覧
で
き
る
状
態

に
す
る
た
め
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
公
示
す
る
内
容
を

掲
載
す
る
と
と
も
に
、
現
在

行
っ
て
い
る
書
面
の
掲
示
も

継
続
し
て
行
う
。

●
福
生
市
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

　
９
月
16
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
３
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情

３
件
は
、
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
分)

　
東
福
生
駅
自
由
通
路
整

備
事
業
に
お
け
る
計
画
変
更

の
内
容
は
。

　
駅
前
公
衆
ト
イ
レ
の
配

置
計
画
の
変
更
に
伴
い
、
駅

周
辺
施
設
に
関
連
す
る
全
体

的
な
見
直
し
を
行
う
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）

　
下
水
道
管
路
の
全
国
特

別
重
点
調
査
を
行
う
と
の
こ

と
だ
が
安
全
確
保
の
取
り
組

み
等
を
伺
う
。

　
下
水
道
管
路
内
の
作
業

環
境
を
踏
ま
え
た
作
業
者
の

安
全
確
保
対
策
の
徹
底
が
図

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

各
常
任
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
主
な
審
査
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た

建
設
環
境
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

陳
　
情

陳
　
情

　
結
論
の
付
い
た
陳
情
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◆
不
採
択

○「
建
築
物
石
綿
含
有
建
材
事
前
調

査
・
除
去
費
用
の
国
民
へ
の
周
知
と
国

民
負
担
軽
減
措
置
を
求
め
る
国
へ
の
意

見
書
」提
出
を
求
め
る
陳
情
書（
７
‐
４

号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
国
に
お
い
て
法
律
や
制
度
に
基
づ
き

段
階
的
な
対
応
が
進
め
ら
れ
企
業
支
援

助
成
も
関
係
省
庁
で
検
討
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署

名
、
批
准
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情
書（
７
‐
５
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
日
本
は
核
軍
縮
に
取
り
組
む
よ
う
働

き
か
け
、
核
兵
器
禁
止
条
約
を
上
回
る

よ
う
な
、
究
極
的
な
核
廃
絶
に
向
け
た

核
軍
縮
の
機
運
を
醸
成
す
る
よ
う
努
め

る
べ
き
こ
と
か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
を
た
だ
ち
に

導
入
す
る
た
め
の
国
会
審
議
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書（
７

‐
６
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
制
度
に
つ
い
て
国
民
の
理
解
が
進
ん

で
お
ら
ず
、
急
ぎ
導
入
す
る
こ
と
は
新

た
な
混
乱
を
生
む
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
よ
う
に
生

理
用
品
を
福
生
市
公
共
施
設
の
ト
イ

レ
に
常
備
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書

（
７
‐
７
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
利
用
し

た
生
理
用
品
の
無
料
提
供
サ
ー
ビ
ス
等

も
広
が
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
可
能
性
等
と
の
比
較
検
討
も

必
要
な
こ
と
か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
国
に
防
衛
力
強
化
の
一
環
と
し
て
、

食
料
安
全
保
障
を
重
要
視
す
る
こ
と
に

関
す
る
陳
情
書（
７
‐
８
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

国
の
予
算
編
成
や
配
分
は
、
国
会

や
政
府
の
専
管
事
項
で
あ
る
。
食
糧
備

蓄
経
費
は
農
林
水
産
省
の
所
管
で
、
各

省
庁
と
連
携
調
整
す
る
こ
と
が
望
ま
し

く
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
公
共
施
設
内
で
の
労
働
組
合
加
入
、

政
党
機
関
紙
の
勧
誘
等
に
関
す
る
調
査

及
び
是
正
を
求
め
る
陳
情
書（
７
‐
９

号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

労
働
組
合
へ
の
加
入
及
び
政
党
機

関
紙
の
購
読
は
個
人
の
自
由
意
思
で
あ

り
、
本
市
で
は
職
員
か
ら
心
理
的
な
圧

力
等
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
な
ど
の

相
談
は
な
い
た
め
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
福
生
市
中
央
体
育
館
に
関
す
る
陳
情

書（
７
‐
10
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
老
朽
化
が
目
立
つ
が
、
利
用
者
の
安

全
の
た
め
必
要
な
修
繕
や
日
々
の
点
検

は
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
。
運
動
施
設

と
し
て
の
機
能
以
外
を
含
む
修
繕
等

は
、
多
角
的
に
慎
重
に
考
え
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
意
に
沿
い
難
い
。

●
令
和
６
年
度
福
生
市
一
般
会
計
決
算

認
定
に
に
つ
い
て

■
賛
成

　

令
和
６
年
度
は
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
を
示
し
た
福
生
市
総

合
計
画
（
第
５
期
）
後
期
基
本
計
画

や
、
次
世
代
へ
つ
な
が
る
行
政
改
革
を

基
本
理
念
と
し
た
福
生
市
行
政
改
革
大

綱
（
第
７
次
）
後
期
推
進
計
画
が
策
定

さ
れ
た
。
物
価
高
騰
対
策
で
は
定
額
減

税
調
整
給
付
金
給
付
事
業
や
住
民
税
非

課
税
世
帯
物
価
高
騰
支
援
給
付
金
給

付
事
業
等
を
迅
速
に
実
施
す
る
な
ど
職

員
が
一
丸
と
な
り
市
民
の
安
心
・
安
全

と
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
た
こ
と
か
ら
、

本
決
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
で
社
会
経
済

活
動
が
活
発
化
し
、
少
子
高
齢
化
や
働

き
方
改
革
、
物
価
高
騰
な
ど
、
行
政
と

し
て
新
た
な
局
面
に
対
応
す
る
中
、
紙

デ
ー
タ
を
デ
ジ
タ
ル
へ
変
換
す
る
Ａ
Ｉ

―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
導
入
や
粗
大
ご
み
等
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
及
び
手
数
料
の
オ

ン
ラ
イ
ン
決
済
導
入
な
ど
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、

教
育
施
策
で
の
学
校
給
食
費
の
全
額
公

費
負
担
や
子
ど
も
企
画
講
座
、
ジ
ュ
ニ

ア
司
書
養
成
講
座
な
ど
は
高
く
評
価
で

き
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

平
成
29
年
度
の
中
学
校
給
食
導
入

に
続
き
、
今
回
つ
い
に
学
校
給
食
費
の

無
償
化
が
実
現
し
た
。
安
心
し
て
子
ど

も
た
ち
に
給
食
を
食
べ
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
、「
義
務
教
育
は
無
償
」
と
い
う

憲
法
26
条
の
精
神
に
大
き
く
近
づ
い
た
。

都
市
整
備
部
施
設
整
備
基
金
な
ど
３
基

金
が
統
合
さ
れ
目
的
が
不
明
瞭
に
な
っ

た
点
、
公
共
施
設
や
小
学
校
の
統
廃
合

に
よ
る
床
面
積
の
削
減
、
公
園
使
用
料

の
徴
収
な
ど
は
問
題
点
と
し
て
指
摘
す

る
が
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

令
和
６
年
度
の
組
織
改
正
で
、
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
課
の
新
設
、
障
害
福

祉
課
や
、
教
育
支
援
課
の
再
編
な
ど
、

社
会
課
題
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う

見
直
し
が
行
わ
れ
た
。
こ
ど
も
計
画
の

策
定
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
や
児
童

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
、
多

様
な
子
ど
も
た
ち
と
子
育
て
世
代
に
寄

り
添
う
事
業
を
評
価
す
る
。
教
育
委
員

へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
貸
与
等
の
事
務

効
率
化
や
公
民
館
職
員
の
資
質
向
上
の

た
め
の
取
り
組
み
も
確
認
で
き
、
本
決

算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

令
和
６
年
度
の
大
き
な
目
玉
は
学
校

給
食
費
無
償
化
で
、
物
価
の
高
騰
、
共

働
き
の
世
帯
の
増
加
な
ど
、
自
分
の
子

ど
も
に
食
事
を
満
足
に
与
え
ら
れ
て
い

な
い
親
が
い
る
中
で
の
無
償
化
の
意
味

は
非
常
に
大
き
い
。
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
や
、
１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
子
ど

も
へ
贈
呈
す
る
ギ
フ
ト
券
の
大
幅
引
上

げ
等
、
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
支
援

も
大
き
く
評
価
で
き
る
。
そ
の
他
Ｄ
Ｘ

推
進
、
防
災
対
策
の
強
化
、
各
種
観
光

施
策
の
支
援
な
ど
も
含
め
、
本
決
算
に

賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

本
決
算
は
、
厳
し
い
社
会
環
境
で
限

ら
れ
た
財
源
を
い
か
に
効
率
的
に
活
用

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
維
持
向
上

さ
せ
る
か
と
い
う
観
点
で
執
行
さ
れ
た

と
理
解
す
る
。
そ
の
中
で
、
ノ
ー
コ
ー

ド
ツ
ー
ル
の
導
入
で
職
員
自
ら
開
発
・

改
善
で
き
る
環
境
を
整
え
た
こ
と
や
教

職
員
を
支
え
る
多
様
な
取
り
組
み
の
実

施
な
ど
、
ス
リ
ム
な
行
政
機
構
を
目
指

し
つ
つ
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
で
か

ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
実
現
を
目
指
す
も
の
と
し
て
評
価

し
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

令
和
６
年
度
の
福
生
市
に
と
っ
て
大

き
な
出
来
事
は
給
食
費
の
無
償
化
で
、

「
子
育
て
す
る
な
ら
ふ
っ
さ
」「
こ
ど
も

ま
ん
な
か　

ふ
っ
さ
」
を
大
き
く
進
め

た
１
年
と
な
っ
た
。
こ
ど
も
食
堂
、
長

寿
ふ
れ
あ
い
食
堂
な
ど
時
代
に
合
っ
た

施
策
に
力
を
入
れ
な
が
ら
、
市
役
所
１

階
窓
口
業
務
の
委
託
な
ど
に
お
い
て
も

改
革
を
進
め
る
な
ど
、
本
市
の
事
業
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
進
め
た
こ
と
を
評

価
し
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

　

そ
の
ほ
か
次
の
議
案
に
対
し
て
も
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

●�

令
和
６
年
度
福
生
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●�

令
和
６
年
度
福
生
市
介
護
保
険
特
別

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●�

令
和
６
年
度
福
生
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●�「
建
築
物
石
綿
含
有
建
材
事
前
調
査・

除
去
費
用
の
国
民
へ
の
周
知
と
国
民

負
担
軽
減
措
置
を
求
め
る
国
へ
の
意

見
書
」提
出
を
求
め
る
陳
情
書

●�

日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署

名
、
批
准
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
陳
情
書

●�

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
を
た
だ
ち
に

導
入
す
る
た
め
の
国
会
審
議
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

●�

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
よ
う
に
生
理

用
品
を
福
生
市
公
共
施
設
の
ト
イ
レ

に
常
備
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書

●�

福
生
市
中
央
体
育
館
に
関
す
る
陳
情
書

討　
論

討　
論

▲東福生駅自由通路
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編

集

後

記

記
録
的
な
猛
暑
が
続
い
た

夏
も
過
ぎ
、
秋
の
気
配
を
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

第
３
回
定
例
会
で
は
、
令

和
６
年
度
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
決
算
の
審
査
が
行
わ

れ
、
全
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
で
は
、
予
算
を
上

回
る
歳
入
が
あ
り
ま
し
た
が
、

人
件
費
や
物
件
費
、
扶
助
費

な
ど
の
経
常
経
費
が
増
加
し
、

厳
し
い
財
政
状
況
で
し
た
。

主
な
推
進
項
目
で
は
、
庁

舎
空
調
設
備
の
更
新
及
び
照

明
機
器
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
に
よ

る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
が
実
施

さ
れ
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
か
ら
相

談
業
務
に
お
け
る
即
時
文
字

起
こ
し
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や

粗
大
ご
み
等
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
申
込
み
及
び
手
数
料
の

オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
支
援
体

制
の
強
化
の
た
め
、
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、

更
に
は
、
市
立
小
・
中
学
校

の
水
泳
指
導
の
民
間
事
業
者

へ
委
託
す
る
モ
デ
ル
事
業
や

学
校
給
食
費
の
全
額
公
費
負

担
な
ど
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
行
財
政
改
革
が
行
わ

れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し

た
。議

会
で
も
、
常
任
委
員
会

の
行
政
視
察
や
研
修
会
を
通

じ
て
先
進
施
策
や
事
例
を
学

び
、
更
に
行
財
政
改
革
が
推

進
で
き
る
よ
う
に
取
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
市
民
の
ご
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
当

該
部
署
の
設
置
に
よ
っ
て
、

在
日
米
軍
司
令
部
全
体
の
人

数
が
、
大
幅
に
増
加
す
る
見

込
み
は
な
い
、
と
の
説
明
を

受
け
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

一
般
論
と
し
て
申
し
上
げ
れ

ば
、
在
日
米
軍
が
統
合
軍
司

令
部
と
し
て
再
構
成
さ
れ
、

そ
の
能
力
と
自
衛
隊
の
統
合

作
戦
司
令
部
と
の
運
用
面
で

の
協
力
が
強
化
さ
れ
る
に
伴

い
、
人
員
面
で
の
拡
充
等
は

あ
り
得
る
、
と
考
え
て
い

る
。」な
ど
、
防
衛
省
本
省
か

ら
情
報
提
供
が
あ
っ
た
。

　
９
月
５
日
に
は
、
横
田
基

地
広
報
部
か
ら
、
基
地
所
属

の
Ｕ
Ｈ

－

１
Ｎ
が
２
０
２
５

年
９
月
５
日
で
退
役
す
る
と

の
情
報
を
得
た
。

２　
国
有
提
供
施
設
等
所
在

市
町
村
助
成
交
付
金
等
に
関

す
る
要
望
に
つ
い
て

　
総
務
省
に
対
す
る
要
望
で
、

①
交
付
金
の
増
額
に
つ
い
て

②
対
象
資
産
の
範
囲
の
拡

大
・
拡
充
に
つ
い
て
等
、
4

項
目
に
つ
い
て
要
望
を
行
っ

た
。

　
９
月
19
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
２
件
の
議
題
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。

１　
横
田
基
地
に
関
す
る
情

報
等
に
つ
い
て

　
「
２
０
２
５
年
８
月
、
在

日
米
軍
の
統
合
軍
司
令
部
へ

の
移
行
を
支
援
す
る
た
め
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
要
員
の
第

一
陣
が
、
米
空
軍
横
田
基
地

に
到
着
し
た
」等
の
投
稿
が
、

在
日
米
軍
司
令
部
の
Ｘ
ポ
ス

ト
に
あ
っ
た
件
に
つ
い
て
、

「
本
年
３
月
に
新
設
さ
れ
た
、

自
衛
隊
の
統
合
作
戦
司
令
部

と
、
米
軍
の
連
携
を
専
門
に

扱
う
部
署
に
所
属
す
る
要
員

に
つ
い
て
は
、
そ
の
多
く
は

既
に
在
日
米
軍
に
配
置
さ
れ

て
い
る
要
員
が
、
再
配
置
さ

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

活
動
か
ら

活
動
か
ら

横
田
基
地
対
策

�

特
別
委
員
会

域
連
合
が
賦
課
の
処
理
を
行

う
こ
と
か
ら
、
保
険
料
の
算

定
を
行
う
た
め
の
改
修
は
広

域
連
合
の
シ
ス
テ
ム
で
行
い
、

市
で
は
保
険
料
納
入
通
知
書

に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金

分
の
金
額
な
ど
を
表
示
さ
せ

る
改
修
を
行
う
。

●
令
和
６
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

　
後
発
医
薬
品
利
用
差
額

通
知
事
業
の
令
和
５
年
度
と

の
比
較
に
つ
い
て
伺
う
。

　

令
和
５
年
度
の
通
知

送
付
件
数
に
つ
い
て
は
１
７

１
８
通
で
、
７
２
０
通
の
減
、

使
用
率
は
84
・
２
％
で
４
・

９
ポ
イ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て

い
る
。

●
令
和
６
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

　
令
和
６
年
度
の
歳
入
歳

出
の
特
徴
点
に
つ
い
て
伺
う
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
介

護
保
険
料
や
介
護
給
付
費
、

繰
入
金
等
が
増
と
な
り
、
歳

入
合
計
は
53
億
７
４
１
２
万

３
０
３
９
円
、
令
和
５
年
度

比
で
１
億
９
６
７
２
万
３
８

８
３
円
、
３
・
８
％
の
増
で

あ
っ
た
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
介
護

給
付
費
、
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
給

付
費
、
基
金
積
立
額
等
の
増

に
よ
り
、
歳
出
全
体
で
は
50

億
７
１
６
７
万
７
８
０
円
、

令
和
５
年
度
比
で
１
億
６
６

１
万
２
１
３
１
円
、
２
・
１

％
の
増
で
あ
っ
た
。

●
令
和
６
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
１
人
当
た
り
の
負
担
額

に
つ
い
て
伺
う
。

　

令
和
６
・
７
年
度
の
保

険
料
の
改
定
に
よ
り
、
１
人

当
た
り
の
平
均
保
険
料
額
で

は
10
万
４
８
４
２
円
か
ら
11

万
１
３
５
６
円
と
な
り
、
６

５
１
４
円
の
増
と
な
っ
て
い

る
。

　
９
月
18
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
４
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情

３
件
に
つ
い
て
は
、
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

●
福
生
市
行
政
手
続
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

条
例
改
正
の
概
要
に
つ

い
て
伺
う
。

　
行
政
機
関
が
不
利
益
処

分
を
行
う
際
の
聴
聞
通
知
に

つ
い
て
、
相
手
の
所
在
が
不

明
の
場
合
に
は
、
従
来
は
事

務
所
の
掲
示
場
へ
の
書
面
の

掲
示
の
み
で
公
示
を
行
う
も

の
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、

こ
の
掲
示
に
加
え
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
閲
覧
等
を

可
能
と
す
る
旨
の
規
定
を
整

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

金
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
伺

う
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
に
お
い
て
、
少
子
化
対
策

の
財
源
と
し
て
、
国
は
医
療

保
険
者
か
ら
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
納
付
金
を
徴
収
す
る

こ
と
と
し
、
医
療
保
険
者
は
、

納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費

用
を
医
療
保
険
制
度
上
の
給

付
に
係
る
保
険
料
等
と
合
わ

せ
て
徴
収
を
す
る
こ
と
と
な

り
、
令
和
８
年
度
か
ら
段
階

的
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
介
護
給
付
費
準
備
基
金

の
令
和
７
年
度
末
の
基
金
残

高
に
つ
い
て
伺
う
。

　

令
和
７
年
度
は
１
億
７

１
３
９
万
６
１
５
３
円
の
積

み
立
て
を
行
う
一
方
で
、
１

億
９
千
円
の
取
り
崩
し
を
予

定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令

和
７
年
度
末
の
基
金
残
高
は

８
億
４
４
０
２
万
４
６
２
６

円
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

金
制
度
へ
の
対
応
に
伴
う
シ

ス
テ
ム
改
良
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
が
保
険
税
を
賦
課
す

る
国
民
健
康
保
険
に
対
し
て
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
広

総
務
文
教
委
員
会

▲市役所に併設している福生市掲示板

次回定例会【令和7年第4回】のお知らせ（予定）
～ぜひ、傍聴にお越しください～

日 月 火 水 木 金 土
11/30 12/1 2 3 4 5 6

本会議
午前10時開会

7 8 9 10 11 12 13

常任委員会
午前10時開会

14 15 16 17 18 19 20

議会運営委員会
午前10時開会

本会議
午前10時開会

会期：令和７年12月２日～ 12月19日
※会期中に特別委員会が開催される予定です。 ※日程は変更になることがあります。
議場には、補聴器をお使いの方、高齢等で聴き取りにくい方のために音声を送る
ヒアリングループを導入しています。

一般質問 一般質問 一般質問

備
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

●
福
生
市
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
こ
の
改
正
に
よ
り
ど
の

よ
う
に
働
き
方
改
革
に
資
す

る
こ
と
に
な
る
の
か
伺
う
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、

様
々
な
形
で
部
分
休
業
の
取

得
が
可
能
と
な
る
た
め
、
職

員
の
選
択
肢
が
広
が
り
、
働

き
方
改
革
に
資
す
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

●
福
生
市
税
賦
課
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
公
示
送
達
の
掲
示
期
間

に
つ
い
て
伺
う
。

　

掲
示
を
始
め
た
日
か
ら

起
算
し
て
７
日
を
経
過
し
た

と
き
は
、
書
類
の
送
達
が
あ

っ
た
も
の
と
み
な
す
と
定
め

ら
れ
て
お
り
、
８
日
目
以
降
、

速
や
か
に
掲
示
を
終
了
し
て

い
る
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

(

総
務
文
教
委
員
会
所
管
分)

　
消
防
施
設
管
理
事
務
に

つ
い
て
、
こ
の
防
火
水
槽
の

設
置
基
準
は
ど
の
よ
う
に
定

め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

こ
こ
数
年
で
防
火
水
槽
の
水

が
消
火
に
使
わ
れ
た
こ
と
が

あ
る
か
伺
う
。

　
東
京
消
防
庁
震
災
時
水

利
整
備
計
画
で
は
、（
地
図

上
で
）一
辺
が
２
５
０
メ
ー

ト
ル
、
メ
ッ
シ
ュ
に
40
ト
ン

以
上
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
こ
数
年
、
火
災
等
で
防
火

水
槽
を
使
用
し
た
こ
と
は
な

い
。

　
定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
取
り
扱
い
等
の

協
議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編

集
を
行
う
議
会
運
営
委
員
会

が
閉
会
中
を
含
め
７
回
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
引
き

続
き
、
議
会
基
本
条
例
の
制

定
に
向
け
協
議
を
行
っ
た
ほ

か
、
政
務
活
動
費
に
お
け
る

関
係
書
類
の
公
表
に
つ
い
て

も
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

▲７月に行った要請行動(防衛省にて)

一般質問


